
東京都中央区銀座6－10－1 GINZA SIX 地下３F
Tel: 03-6274-6579

●銀座駅／東京メトロ銀座線・日比谷線・丸の内線
　　　　　A5出口より徒歩２分
●東銀座駅／東京メトロ日比谷線・都営浅草線
　　　　　　A1出口より徒歩３分
●有楽町駅／JR山手線・京浜東北線/
　　　　東京メトロ有楽町線　銀座出口より徒歩10分

二十五世観世左近記念 観世能楽堂

能楽はユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によ
る第1回「人類の口承及び無形遺産の傑作の宣言」
を受け、世界無形遺産に認定されております。

地下鉄銀座駅からGINZA SIX地下2階に
つながる地下通路がございます。

JR有楽町駅

歌舞伎座

A1出口

外堀通り

中央通り

あづま通り

三原通り

昭和通り

駅
座
銀

り
通
社
詢
交

り
通
き
ゆ
み り

通
海
晴

東銀座駅

三越

和光

ソニービル

交番

東急プラザ

GINZA
SIX

観世能楽堂
GINZA SIX B3F

地下鉄連絡通路
A5出口

令和7年2月観世会定期能のお知らせ

【あらすじ】

●能面解説
翁  白色（おきな・はくしき）/
翁  肉色（おきな・にくしき）

能 翁 十二月往来 

能・狂言とは異なる様式を伝え、むしろ祈祷、儀式の
要素が強い。翁・千歳・三番三の所役が天下泰平、国
土安穏、五穀豊穣を祈り舞う。小書「十二月往来」で
は、二人で翁を勤め、観世宗家伝来の白色と肉色の
翁の面を使用する。

能 草子洗小町 替装束
 （そうしあらいこまち  かえしょうぞく）

宮中での歌合の相手が小野小町と知った大伴黒主
は、小町の邸に忍び入り小町が吟じる歌を盗み聞き
する。翌日、帝の御前で小町の歌が披講されると、黒
主はその歌は万葉集にある古歌であると言い、証拠
として草子を差し出す。小町は草子の墨色がおかし
い事に気づき、草子を洗ってみると、書き入れられた
歌の一首だけが流れて消える。黒主は小町の取りな
しで許され、小町は和解を祝って舞を舞う。

狂言 昆布売 （こぶうり）
供を連れずに出かけた大名が、都へ上る途中の若狭
の昆布売と出会い、脅して太刀を持たせ供をさせる。
しかし怒った昆布売は、今度は大名の隙を見て太刀
を抜いて大名を脅し・・・。

祝言 岩船 （いわふね）
高麗・唐土の宝を求めるようにとの勅命を受け、住吉
の浦に勅使が赴く。やがて勅使の前に龍神が金銀珠
玉を積んだ岩船を守って現れ、御代を祝福する。

「五穀豊穣、国土安穏」を約束する大らかな笑みは、す
べてを包み込むかのような豊かさを感じさせる。翁面
には肉色と白色があり、肉色は陽的な存在、白色はよ
り儀式性が強く感じられる。作者の弥勒は、10世紀末
の仏師だったと伝えられる人物で、世阿弥の『申楽談
義』にもその名がみられる。平安時代。白式は重要文
化財、肉式は重要美術品。

2月2日（日）　午後1時始

チケット発売　会場販売　12月1日（日）
電話・インターネット　12月3日（火）

老松 翁無

弱法師

観世　清和

藤波　重彦

観世三郎太

（おきな  じゅうにつきおうらい）

【演目･出演者】
令和7年1月5日（日）観世会定期能

終演予定　午後5時40分

山本　則孝
山本　則重

大名
昆布売

狂言 昆布売

午後2時4 0分頃（休憩20分）

午後4時4 0分頃（休憩15分）

観世　清和
観世三郎太
山本東次郎
坂口　貴信
山本凜太郎
松田　弘之
大倉伶士郎
田邊　恭資
飯冨　孔明
亀井　広忠

翁
翁
三番三
千歳
面箱

笛
頭取
脇鼓
脇鼓
大鼓

山階彌右衛門
上田　公威
武田　宗和
中島志津夫
浅見　重好
下平　克宏
野村　昌司
清水　義也
武田　文志
武田　崇史

後見

地謡

翁能

関根　知孝
津田　和忠
清水　義也
武田　文志

地謡梅若　紀長
山階彌右衛門
観世銕之丞
観世　淳夫

仕舞
屋 　 島
梅
邯 　 鄲
船 弁 慶

・翁が始まりましたら、見所の出入りは御遠慮くださいますよう、
御協力の程お願い申し上げます。
・諸般の事情により、演目･上演形式・出演者の変更の場合もご
ざいます。
・館内の空調はお席によっては冷暖房の温度高低に差がござい
ます。予め御留意いただきますようお願い申し上げます。
・公演中の無断撮影、録音は著作権等の法律に抵触いたします
ので、固くお断り申し上げます。
・演能中の見所への入退場につきましては、制限させていただく
場合がございます。何卒ご了承ください。

浅見　重好
木原　康之
坂井　音隆
関根　祥丸

地謡梅若　猶義
梅若　紀彰
観世　喜正
梅若長左衛門

仕舞
難 　 波
羽 　 衣
放 下 僧
鞍馬天狗

クセ

小歌

キリ

楽アト

キリ

地謡

杉浦悠一朗
福王　和幸
小野寺竜一
幸　　正昭
柿原　光博
金春惣右衛門

シテ/龍神
ワキ/勅使

笛
小鼓
大鼓
太鼓

観世　清和
寺井　　栄
藤波　重彦
⻆　幸二郎
坂井　音雅
木月　宣行
小檜山浩二
新江　和人
佐川　勝貴
木月　章行

後見

祝言 岩 船

地謡

武田　尚浩
宝生　欣哉
武田　應秀
武田　祥照
坂井　音晴
北浪　貴裕
田口　亮二
藤波　重孝
山本凜太郎
藤田　次郎
観世新九郎
安福　光雄

シテ/小野小町
ワキ/大伴黒主
子方/王
ツレ/壬生忠峯
ツレ/官女
ツレ/河内躬恒
ツレ/官女
ツレ/紀貫之
間狂言/黒主ノ下人

笛
小鼓
大鼓

観世　恭秀
武田　宗典
武田　志房
岡　　久広
松木　千俊
岡庭　祥大
武田　友志
井上裕之真
金子　聡哉
久田勘吉郎

後見

能 草子洗小町 替装束

十二月往来

紅梅殿
流八頭
彩色
返留之伝


